
2019年度
日本スポーツ協会公認コーチ4養成講習会

受講の手引き

競 技 名

受講番号
（受講決定時に通知）

氏 名

※講習会参加の際はご持参ください。また、この手引きは資格取得まで保管してください。
※この受講の手引きは日本スポーツ協会のHPからダウンロード可能です

（トップページ > スポーツ指導者 > 資格をとりたい！ > どんな資格があるの？ > 上級コーチ）



＜目次＞

受講の流れ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P2

受講の申し込みから資格認定まで ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P3

共通科目Ⅳ集合講習会受講会場一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P9

基本日程表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P10

指導者マイページ利用マニュアル ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P11

受講希望者個人調書 記入例 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P25

スポーツ指導者の活動に関する調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P29

メモ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P32

＜養成講習会について＞

養成講習会は、日本スポーツ協会が実施する「共通科目（Ⅳ）」
各中央競技団体が実施する「専門科目」で構成されています。
共通科目と専門科目の両方を「修了」し、登録手続きを完了すれば資格を取得できます。

共通科目受講
【日本スポーツ協会が実施】

集合講習受講
課題レポート 合格

登録手続き

資格取得

共通科目・専門科目 修了

専門科目 受講
【中央競技団体が実施】

検定試験 合格
（修了）
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「公認コーチ4」
（競技別指導者資格）

役割
・ナショナルレベルのトレーニング拠点において、各年代で選抜された競技者の育成強化にあたる
・国際大会等の各競技会における監督・コーチとして、競技者が最高の能力を発揮できるよう、
強化スタッフとして組織的な指導にあたる

認定により備えられる知識と能力
・競技者育成プログラムの理念と方法
・国内大会レベルの競技者に対する高度な知識

カリキュラム
共通科目Ⅳ：151時間以上（集合講習会と自宅学習により構成）
専門科目：80時間以上（各中央競技団体がそれぞれ定める）

カリキュラム相関図



コーチ４ 受講の流れ

受講決定通知
(５月中旬～）

受講者推薦

受講決定通知

受
講
者

中央
競技団体

中央
競技団体

登録手続きに関する案内
（7月下旬～）

⇒登録完了者を認定・登録
（認定証・登録証送付／10月1日付）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会

JSPO

問い合わせ
（講習会の有無、受講条件、申込期間、
認証コード等を必ず確認してください）

受講申し込み
指導者マイページ または

受講希望者個人調書の提出

受講料納入
（5月下旬～）

受講料納入

受講料等の通知
（受講意思最終確認）

中央
競技団体

専門科目受講
（集合講習・検定試験）

共通科目判定結果通知
(2月頃～／修了 or 未修了）

※1 通知時期などについては、この「受講の手引き」作成時点における予定となります。
※2 競技によって手続き方法などが異なる場合がございますので、当該中央競技団体にお問い合わせください

＜共通科目Ⅳ 集合講習＞
（9月～11月／全国3会場）

＜共通科目Ⅳ 事後学習＞
・振り返り、実践
・課題レポート提出



受講申し込み

受講条件（コーチ4）
受講を開始する年の4月1日現在、満22歳以上の者で、
当該競技団体の定める事項に該当する者のうち、以下のいずれかの条件を満たす者
① ナショナルチームのコーチまたは監督として国際的な競技会に帯同した経験がある者、

または帯同する予定がある者
② 各競技団体にて競技力向上方策の開発・研究に携わる者、またはこれから携わる者
③ 各競技団体にて国際的な最新情報の収集・分析の役割を担う者、またはこれから担う者
④ 日本スポーツ協会が特別に受講を認めた者

競技ごとに年齢およびその他の条件を別途定めております。申し込みにあたっては、
中央競技団体のホームページ等にて受講条件の詳細を必ずご確認ください。
※他の日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格講習会との同時受講はできません。

申し込み方法（以下の①または②のいずれか）

受講の申し込みから資格認定まで

受講希望者
個人調書

①指導者マイページからの申し込み
アカウント登録・ログインを行い、中央競技団体が定める期日までにお申し込み
ください。（詳細は「指導者マイページ利用マニュアル」のページをご覧ください）
※申し込みにあたっては中央競技団体に「認証コード」をご確認ください。
※既に公認スポーツ指導者資格をお持ちの方はマイページをご利用ください。

②「受講希望者個人調書」による申し込み（当該中央競技団体が定める場合のみ）
「受講希望者個人調書」を中央競技団体から入手し、必要事項を記入のうえ、
中央競技団体が定める期日までにお申し込みください。
（記入方法については、「受講希望者個人調書記入例」のページをご覧ください）

【共通科目の免除申請について】

以下の関連資格等をお持ちの方は、共通科目の免除を申請することが可能です。詳細は次ページ
をご確認ください。
① 本会公認スポーツ指導者資格
② その他関連資格等
※申し込み後の免除申請は原則できません。必ず申し込み時に申請してください。
※既に公認スポーツ指導者資格（有効期限内）をお持ちの方は、該当の共通科目が自動
で免除になります。

※専門科目の免除要件については、中央競技団体にお問い合わせください。



平成16（2004）年度以前の「免除適応コース修了証明書」をお持ちの方

「免除適応コース修了証明書」の種類 共通科目Ⅳ 受講料（税別）

（1）Ｃ級スポーツ指導員／少年スポーツ指導員 ― 28,000円

（2）Ｃ・Ｂ級スポーツ指導員／スポーツプログラマー／ 少年スポーツ指導員／少年スポーツ上級指導員 ― 28,000円

（3）Ｃ級教師／Ｃ級コーチ／フィットネストレーナー ― 28,000円

（4）Ｃ・Ｂ級教師／Ｃ・Ｂ級コーチ／アスレティックトレーナー／フィットネストレーナー ― 28,000円

（5）Ｃ級コーチ ― 28,000円

（6）Ｃ・Ｂ級コーチ／アスレティックトレーナー ― 28,000円

（7）Ｃ級スポーツ指導員・少年スポーツ指導員・スポーツプログラマーⅠ期 共通科目修了証明書 ― 28,000円

（8）Ｃ・Ｂ級コーチ共通科目修了証明書 ― 28,000円

共通科目免除概要および受講料

（１）公認上級コーチ 【有効期限内（4月1日時点）】 免除 0円

（2）公認上級教師 【有効期限内（4月1日時点）】 免除 0円

（3）他団体認定の上級教師 【有効期限内（4月1日時点）】 免除
3,240円

（免除審査料）
登録証（写）

（4）公認スポーツトレーナー 2級 【有効期限内（4月1日時点）】 ― 28000円 ―

（5）公認スポーツトレーナー 1級 【有効期限内（4月1日時点）】 ― 28000円 ―

（6）公認コーチ （他競技） 【有効期限内】 ― 28000円 ―

（7）公認教師 【有効期限内（4月1日時点）】 ― 28000円 ―

（8）公認フィットネストレーナー（SP2種） 【有効期限内（4月1日時点）】 ― 28000円 ―

（9）公認アスレティックトレーナー（AT） 【有効期限内（4月1日時点）】 ― 28000円 ―

（10）公認スポーツ栄養士 【有効期限内（4月1日時点）】 ― 28000円 ―

（11）他団体認定の教師 【有効期限内（4月1日時点）】 ― 28000円 ―

（12）免除適応コース修了証明書（共通Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ） 保有者 ― 28000円 ―

（13）以下の資格の受講歴がある者で、共通科目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ修了者
公認コーチ／教師（C・B級含む）／アスレティックトレーナー／スポーツ栄養士

― 28000円 ―

（14）公認上級指導員 【有効期限内（4月1日時点）】 ― 28000円 ―

（15）公認スポーツプログラマー 【有効期限内（4月1日時点）】 ― 28000円 ―

（16）レクリエーションコーディネーター（H12年度以前取得者） 【有効期限内】
＜日本レクリエーション協会＞

― 28000円 ―

（17）健康運動指導士 【有効期限内】
＜健康・体力づくり事業財団＞

― 28000円 ―

（18）免除適応コース修了証明書(共通Ⅰ・Ⅱ） 保有者 ― 28000円 ―

（19）スポーツリーダー（スポーツ少年団認定員を含む） ― 28000円 ―

（20）公認指導員 【有効期限内（4月1日時点）】 ― 28000円 ―

（21）公認ジュニアスポーツ指導員 【有効期限内（4月1日時点）】 ― 28000円 ―

（22）公認アシスタントマネジャー 【有効期限内（4月1日時点）】 ― 28000円 ―

（23）公認クラブマネジャー 【有効期限内（4月1日時点）】 ― 28000円 ―

（24）野外活動指導者（ディレクタ１級）  【有効期限内】
＜日本オリエンテーリング協会＞

― 28000円 ―

（25）レクリエーションコーディネーター（H13年度以降取得者） 【有効期限内】
＜日本レクリエーション協会＞

― 28000円 ―

（26）免除適応コース承認校（分類A・B） 卒業者 （H17年度以降） ※1 ― 28000円 ―

※1　詳細はJSPOのHP（ 「免除適応コース承認校（分類A・B）卒業生に対する免除対応について」）をご覧ください.
　　　→JSPOトップページ>スポーツ指導者>学校でも資格をとれます！
※2　マイページから申し込みの場合は自動処理されますので添付は不要です

登録証（写） ※2

共通科目Ⅳ
受講料等（税別）

免除申請時
必要書類

備       考共通科目Ⅳ保有資格



受講者の決定（5月中旬～）

各中央競技団体から推薦された受講希望者の申し込み内容を確認後、
受講決定者には以下の書類を送付いたします。
※受講条件を満たさない場合は、受講決定に至らないこともありますのでご了承ください。

送付物（予定）
（1）受講決定通知（共通科目集合講習会の受講会場ほか）
（2）共通科目集合講習会受講会場一覧・基本日程表
（3）受講決定取り下げ届

※会場定員とシステム処理の都合上、共通科目集合講習会は必ずしも第１希望の会場となら
ない場合がありますので予めご承知おきください。

※集合講習会は原則全ての講義を同一会場で受講いただきます。部分受講はできません。

受講有効期間について
受講有効期間は4年間です。
有効期間内に共通科目、専門科目を修了する必要があります。
有効期間内に修了できなかった場合は、受講資格を失い、受講実績も取り消しとなります。
受講有効期間内に受講を辞退される場合は、中央競技団体にご連絡ください。

受講料の納入

中央競技団体からの案内に従い、受講料を納入してください。
※金額（免除内容）、納入方法、納入期限については中央競技団体にご確認ください。
※各中央競技団体が定める期日までに受講料の納入がない場合は、受講取り消しとなります。

受講決定の取り下げを希望される場合
受講決定通知に同封の「受講決定取り下げ届」にて必ずご連絡ください。
なお、受講料納入後に取り下げても返金はいたしませんので予めご承知おきください。

専門科目

免除無し

16,000円（税別）

免除あり

０円

共通科目（Ⅳ）

免除無し

28,000円（税別）

免除あり

０円



共通科目Ⅳ集合講習会の受講 （9月～11月／予定：3会場）

共通科目Ⅳ集合講習会は原則3日間の日程となっております。

講義開始後20分以上の遅刻および早退は講義欠席とみなし、
当該講義を他の会場にて別途受講いただきますのでご注意ください。
なお、公共交通機関の遅れによる場合はこの限りではありません。
（公共交通機関が遅延した場合は、必ず遅延証明書をお持ちください）

持ち物
（1）受講決定通知
（2）筆記用具
（3）上着（冷房対策で必要になることがあります）
（4）課題レポート

受講会場の変更を希望される場合
受講決定通知時にご連絡する所定の方法にて事前に必ずご連絡ください。
※やむを得ず講習会を欠席し、別会場での受講を希望される場合も同様にご連絡ください。
※本年度受講されなかった方には、3月頃に次年度の開催案内を、原則マイページ登録アド
レス宛にご連絡いたします。

その他
交通・宿泊については自己手配・自己負担となります（宿泊先の斡旋はしておりません）。
お車でのご来場はご遠慮ください。



事後学習（課題レポート）について

提出条件
共通科目Ⅳ集合講習会の全日程を受講した方

提出物
課題レポート
※事前学習、集合講習会での学び・気づきを踏まえ、ご自身の指導現場で実際に取り組んだ
内容等について、課題レポートを作成・提出いただきます。

提出方法・提出期限
受講される集合講習会により異なります（詳細は集合講習会にてお知らせします）。

判定結果
日本スポーツ協会から受講者へ直接通知いたします

集合講習会受講後の流れ
①講習会終了後、講習会会場にて課題レポートについて案内
②課題レポート提出
③課題レポートの判定結果通知

【専門科目集合講習会および検定について】
専門科目集合講習会の開催案内は、中央競技団体から送付されます。
開催期間等の詳細については、中央競技団体にお問い合わせください。
※共通科目集合講習会と日程が重複する場合がありますのでご注意ください。

専門科目の検定・審査は中央競技団体が行います。
結果については、中央競技団体から受講者へ通知されるとともに、日本スポーツ協会
にも通知されます。



登録手続きに関する案内 送付（7月下旬～）

共通科目と専門科目両方を修了された方に登録手続きに関する案内をお送りします。

登録料（4年間）
＜初回登録時＞
13,000円（基本登録料：10,000円＋初期登録手数料：3,000円）
＜4年後の資格更新時＞
10,000円（基本登録料：10,000円）
※上記の他に、競技団体ごとに「資格別登録料」が別途定められている場合があります
※詳細については、後日お送りする「登録手続きに関するご案内」をご確認ください。
※手続きを完了されないと、認定・登録されませんのでご注意ください。
資格認定・登録
所定の期日までに手続きを完了された方を、当該年10月1日付で資格認定・登録し、
日本スポーツ協会から「認定証」と「登録証」をお送りします。
有効期間
資格の有効期間は4年間です。
資格を更新するためには、有効期限を迎える6ヶ月前までに本会または中央競技団体が
定める研修を受講することが義務付けられています。
※義務研修を受講されていない場合、資格の更新はできず、失効することとなります。

【確認】 お読みください

【不適切行為】
受講者としてふさわしくない行為があったと認められたときは、日本スポーツ協会指導者育成専
門委員会で審査し、受講資格及び受講済みの科目を全て取り消す場合があります。
【広報】
本講習会風景の写真等は、日本スポーツ協会ホームページ及びその他関連資料へ掲載する場
合があります。
【免責事項】
天災地変や伝染病の流行、研修会場・輸送等の機関のサービスの停止、官公庁の指示等の日
本スポーツ協会が管理できない事由により、研修内容の一部変更及び中止のために生じた受講
者の損害については、日本スポーツ協会ではその責任を負いかねますのでご了承ください。
【個人情報の取り扱いについて】
• 受講申し込みにあたり提供いただく個人情報は、公認スポーツ指導者養成団体が共同利用す
ることとし、本養成講習会の運営・管理および諸連絡に使用します。

• 「スポーツ指導者の活動に関する調査」にて取得した情報は、個人が特定される形での集計・
公表はいたしません。

• 日本スポーツ協会は、本養成講習会における受講管理を業務委託いたします。
業務委託にあたっては、本会と委託先の間で個人情報保護に関する覚書を締結し、個人情報
の取り扱いについては十分注意を払っております。

• 本会個人情報取り扱いについては、日本スポーツ協会HPからご覧いただけます。
トップページ > 個人情報保護方針・特定個人情報基本方針
http://www.japan-sports.or.jp/privacypolicy/tabid/102/Default.aspx

http://www.japan-sports.or.jp/privacypolicy/tabid/102/Default.aspx


第1・2会場（東京） 「ベルサール神保町」

交通 ｢九段下駅｣7番出口徒歩3分(東西線)
｢九段下駅｣5番出口徒歩4分(半蔵門線･新宿線)
｢神保町駅｣A2出口徒歩5分(半蔵門線･新宿線･三田線)
｢水道橋駅｣A2出口徒歩11分(三田線)
｢飯田橋駅｣東口徒歩12分(JR線)

ＴＥＬ 03-3263-9621

都市 会場番号 会場

第 １ 会場 9月13日(金) ～ 9月15日(日)
ベルサール神保町
〒101-0065　東京都千代田区西神田3-2-1

第 ２ 会場 10月11日(金) ～ 10月13日(日)
ベルサール神保町
〒101-0065　東京都千代田区西神田3-2-1
℡03-3263-9621

第 ３ 会場 11月22日(金) ～ 11月24日(日)
KFCホール
〒136-0075　東京都墨田区横網1-6-1
℡03-5610-5801

期           日

東京

共通科目Ⅳ集合講習会 受講会場一覧

第3会場（東京） 「ＫＦＣホール」

交通 都営地下鉄大江戸線「両国駅」A1出入口に直結
JR中央･総武線「両国駅」東口より徒歩約6分
JR中央･総武線「両国駅」西口より徒歩約7分。

ＴＥＬ 03-5610-5801
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共通科目Ⅳ集合講習会 基本日程表（予定）

※最終日は講義後に事務連絡をし、その後解散となります。
※この基本日程表は予定のため、変更になる場合があります。

1日目 2日目 3日目

9:00～
場作り(導入)

9:00～
場作り(導入)

10:00

2日間の振り返りと課題整理

10:30

11:00

11:30

効果的なプレゼンテーション

12:00 昼食 昼食 昼食

13:00

プレゼンテーション準備

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

プログラム全体の振り返り

16:00 終了予定時刻：16:00

16:30

17:00

17:30

18:00

18:30

1日目の振り返り

終了予定時刻：19:00 終了予定時刻：19:00

共
通
科
目
Ⅳ
日
程

10:00～
受付・オリエンテーション

トップアスリートを取り巻く諸問題
（仮題）

講習会後学習に向けた
アクションプランの作成

場づくり（導入）
コーチング経験の振り返り・

コーチング課題の抽出

コーチング課題の整理

トップアスリートを取り巻く諸問題
(仮題）

プレゼンテーション＆
ディスカッション

（アクションプランの発表）
講習会後学習の進め方

スポーツ指導の革新

【内容】
リーダーシップ
組織文化の改革

コンフリクトマネジメント
プレゼンテーション
ファシリテーション

コミュニケーションの基本

等































「受講の手引き」の内容を了承し、下記の通り受講を申し込みます。

職種
(いずれかに

○)

第1希望

第　　２　　会場

第2希望

【必ずご記入ください】　該当する番号を○で囲み、該当項目の右の部分に詳細をご記入ください。

1

過去の国際競技大会に監督またはコーチとして帯同した経験がある

2

近々国際競技大会に監督またはコーチとして帯同する予定がある。

競技団体において国際的な最新情報の収集・分析の役割を担っている、またはこれから担う予定がある

具体的な役割・立場（これからも含めて）などをご記入ください

〒 　　　　　　－　

西暦（年齢は4月1日現在）

　　　　　　　年　 　月　　　日（満　　　歳）

受講動機（具体的にご記入ください）

指導しているチーム・競技者の年齢層 　小学生　・　中学生　・　高校生　・　大学生　・　社会人　・　その他（　　　　　　　　　　　　　）

大会名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　年開催）

大会名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　年開催）

以上の理由から受講を希望する。

3

競技団体において競技力向上方策の開発・研究に携わっている、またはこれから携わる予定がある

具体的な役割・立場（これからも含めて）などをご記入ください

4

合格者情報（氏名・競技名・所属都道府県）の掲載・提供について
了承する　　　・　　　了承しない

日本スポーツ協会ＨＰ並びに報道機関各社への情報掲載・提供を

指導しているチーム・競技者のレベル 　国際大会レベル　・　全国大会レベル　・　県大会レベル　・　その他（　　　　　　　　　　　　　）

競技者育成実績
現在までの指導活動において、過去にあなたが育成に携わった競技者が、現在国際競技レベルや国内トップレベル等で活躍している場合、
選手名やその選手の現在の競技レベル（参加大会名や順位等）、指導に関わった期間などについてご記入ください。（該当選手がいない場合は、記入不要です）

共通科目集合講習会
受講希望会場

※免除を申請する場合は「免
除」とご記入ください

中央競技団体での役職 都道府県競技団体での役職

共通科目Ⅳ集合講習会

第　　　1　　会場

携帯アドレス

メールアドレス
□携帯アドレスと同じ

勤務先名

・小学校教員　　・中学校教員　　・高校教員
・大学・高専教員　　・公務員　　・会社員(団体職員含む)
・工員・商店員　　　・農業・漁業　　　・医師
・自由業(弁護士・僧)　　・団体役員　　・商工自営
・主婦　　・学生　　・無職　　・その他

氏　名 男　 ・　 女

連絡先
（資料送付先）
※都道府県から記

入

TEL

FAX

携帯TEL

ローマ字氏名
（大文字） 性別 生年月日
ふりがな

2019年度 公認コーチ4・上級教師養成講習会
受講希望者個人調書

競技名 競技種目



該当するものに○

資格名

登録番号

有効期限 　　　　　　年　　　月　　　日

　2．免除適応コース共通科目修了証明書取得者

※複数の免除申請を組み合わせる場合は、「その他」に具体的に記入してください。
※太枠内の事項すべてをご記入ください。記入・捺印漏れの申込書は受付いたしませんので十分ご注意ください。

免除あり　・　免除なし

　3．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

免除申請（共通科目・専門科目）

＜共通科目の免除＞

※免除申請者は、必ず免除証明書類の写しを裏面に貼付または同封してください。証明書類のない免除申請は認められません。

　申請する　　　　　・　　　　申請しない

免除内容
確認者免除なし

中央競技団体からの推薦文

　1．公認スポーツ指導者

（推薦理由：具体的にご記入下さい）

■　免除申請に伴う保有資格等登録証を貼付してください（二つ折り可）　■

【日本スポーツ協会・中央競技団体記入】　共通科目・専門科目免除審査結果（該当するものに○）

＜共通科目の免除＞
免除内容
確認者

＜専門科目の免除＞
全て　　・　　一部

推薦者役職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

免除要件

＜専門科目の免除＞
詳細は必ず中央競技団体に確認してください

　申請する　　　　　・　　　　申請しない

※携帯アドレスは、講習会や検定試験開催期間中などにおいて、災害発生の際携帯電話の通話ができなくなった場合に連絡するため
のものであり、通常の連絡で使用することはありません。

以下の項目については、中央競技団体及び日本スポーツ協会が記入します。

推薦者名           　　　　　             印



様式ダウンロードURL

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/ikusei/doc/Coach/2018_h30/tebiki_adcoach_tyousyo.4.xls

職種
(いずれかに

○)

共通科目Ⅳ集合講習会
第2希望第1希望

以上の理由から受講を希望する。

合格者情報（氏名・競技名・所属都道府県）の掲載・提供について
了承する　　　・　　　了承しない

日本スポーツ協会ＨＰ並びに報道機関各社への情報掲載・提供を

4

競技団体において国際的な最新情報の収集・分析の役割を担っている、またはこれから担う予定がある

具体的な役割・立場（これからも含めて）などをご記入ください

受講動機（具体的にご記入ください）

2

近々国際競技大会に監督またはコーチとして帯同する予定がある。

大会名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　年開催）

3

競技団体において競技力向上方策の開発・研究に携わっている、またはこれから携わる予定がある

具体的な役割・立場（これからも含めて）などをご記入ください

体協　花子（現水泳日本代表）を高校1年～3年まで指導

【必ずご記入ください】　該当する番号を○で囲み、該当項目の右の部分に詳細をご記入ください。

1

過去の国際競技大会に監督またはコーチとして帯同した経験がある

大会名：　世界水泳 東京大会　（　　20●●　年開催）

指導しているチーム・競技者の年齢層 　小学生　・　中学生　・　高校生　・　大学生　・　社会人　・　その他（　　　　　　　　　　　　　）

指導しているチーム・競技者のレベル 　国際大会レベル　・　全国大会レベル　・　県大会レベル　・　その他（　　　　　　　　　　　　　）

競技者育成実績
現在までの指導活動において、過去にあなたが育成に携わった競技者が、現在国際競技レベルや国内トップレベル等で活躍している場合、
選手名やその選手の現在の競技レベル（参加大会名や順位等）、指導に関わった期間などについてご記入ください。（該当選手がいない場合は、記入不要です）

共通科目集合講習会
受講希望会場

※免除を申請する場合は「免
除」とご記入ください 第　　　1　　会場 第　　２　　会場

勤務先名
○○県立
△△高等学校

・小学校教員　　・中学校教員　　・高校教員
・大学・高専教員　　・公務員　　・会社員(団体職員含む)
・工員・商店員　　　・農業・漁業　　　・医師
・自由業(弁護士・僧)　　・団体役員　　・商工自営
・主婦　　・学生　　・無職　　・その他

中央競技団体での役職 都道府県競技団体での役職

03-3481-24●●

携帯TEL 09-1234-5678

携帯アドレス j-sports@keitai.ne.jp

メールアドレス
□携帯アドレスと同じ

taikyo@--------.or.jp

氏　名 体協　太郎 男　 ・　 女
西暦（年齢は4月1日現在）

　1980 年 4 月 1日 （満 38 歳）

連絡先
（資料送付先）
※都道府県から記

入

〒 150 － 8050 TEL 03-3481-22●●

東京都渋谷区神南 1-1-1
コーポ○○ 305号室

FAX

ローマ字氏名
（大文字） TAIKYO TARO

性別 生年月日
ふりがな たいきょう　たろう

2019年度 公認コーチ4・上級教師養成講習会
受講希望者個人調書

競技名 陸上競技 競技種目

記入例

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/ikusei/doc/Coach/2018_h30/tebiki_adcoach_tyousyo.4.xls


該当するものに○

資格名 〇〇上級コーチ／上級教師

登録番号 0123456

有効期限 20●●年9月30日

2．免除適応コース共通科目修了証明書取得者

※複数の免除申請を組み合わせる場合は、「その他」に具体的に記入してください。
※太枠内の事項すべてをご記入ください。記入・捺印漏れの申込書は受付いたしませんので十分ご注意ください。

免除なし

■　免除申請に伴う保有資格等登録証を貼付してください（二つ折り可）　■

推薦者名         神南 一郎        印

推薦者役職　　日本水泳連盟 強化委員会 委員長

免除あり　・　免除なし

＜専門科目の免除＞
全て　　・　　一部 免除内容

確認者

免除申請（共通科目・専門科目）

【日本スポーツ協会・中央競技団体記入】　共通科目・専門科目免除審査結果（該当するものに○）

＜共通科目の免除＞
免除内容
確認者

（推薦理由：具体的にご記入下さい）

以下の項目については、中央競技団体及び日本スポーツ協会が記入します。

中央競技団体からの推薦文

＜専門科目の免除＞
詳細は必ず中央競技団体に確認してください

　申請する　　　　　・　　　　申請しない

※免除申請者は、必ず免除証明書類の写しを裏面に貼付または同封してください。証明書類のない免除申請は認められません。

＜共通科目の免除＞

　申請する　　　　　・　　　　申請しない

免除要件

1．公認スポーツ指導者

3．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※携帯アドレスは、講習会や検定試験開催期間中などにおいて、災害発生の際携帯電話の通話ができなくなった場合に連絡する
ためのものであり、通常の連絡で使用することはありません。

記入例



スポーツ指導者の活動に関する調査 

 

 

公認スポーツ指導者養成講習会への申込みにあたり、下記事項にもお答え下さい。 

 

Q1 あなたが講習会を受講する理由は何ですか。（あてはまるものすべてに☑） 

□１．自身の資質向上のため 

□２．社会的認知を得るため 

□３．周りの人からの薦めで 

□４．競技団体の薦めで 

□５．大会出場に必要なため 

□６．指導対象者に認めてもらうため 

□７．将来のスポーツ指導のため 

□８．その他（             ） 

------------------------------------------------------------------------------------ 

上記 1～8の中で本講習会受講の最大の理由を 1つ選び、その項目の番号をお答えください。 

最大の理由・・・（    ） 

 

 

 

Q2 過去 1年間に少なくとも 1回以上、スポーツ指導を行いましたか。 

□A.行った    

 

□B.行っていない 

（過去 1年間には行っていないが、それ以前に行っていた） 

 

□C. 行っていない 

（これまで指導を行ったことがない）               

 

  



   

Q3 下記項目について、Q2で「A」を選択した方は「現在の指導状況」を、「B」・「C」を選択した方は 

「今後どの場所・領域で活動することを想定しているか」についてお答えください。 

指導場所 

（あてはまるものすべてに☑） 

□１．公共の施設   

□２．総合型地域スポーツクラブ 

□３．小・中・高校の学校施設 

□４．大学・高専等の学校施設 

□５．民間の施設 

□６．職場の施設 

□７．個人宅（自宅を含む） 

□８．福祉・医療施設 

指導領域 

（あてはまるものすべてに☑） 

□１．地域スポーツ ［少年団・総合型地域スポーツクラブを含む］ 

□２．中学校スポーツ 

□３．高校スポーツ 

□４．大学・高専等スポーツ 

□５．プロスポーツ ［チーム・個人を含む］ 

□６．企業スポーツ ［実業団契約社員・嘱託等を含む］ 

□７．商業スポーツ ［フィットネスクラブ・スイミングスクール・体操教室等］ 
□８．スポーツ組織・施設運営 ［体育協会、体育館・スポーツセンター等］ 

□９．福祉・医療関係 

指導対象(世代等) 

 （あてはまるものすべてに☑） 

□１．～幼児  

□２．小学生  

□３．中学生  

□４．高校生 

□５．大学生・専門学校生  

□６．社会人  

□７．高齢者 

指導対象(性別) 

 （あてはまるものすべてに☑） 
□１．男性  □２．女性 

指導対象(レベル) 

（あてはまるものすべてに☑） 

□１．初心者  

□２．初級者  

□３．中級者  

□４．上級者 

 

Q2で B・Cを選択した方は終了です。 

Q2で Aを選択した方は Q4をお答えください。 

 

  



   

※Q2で Aを選択した方のみご回答ください。 

Q4 下記項目について、「今後どの場所・領域で活動したいか」をお答えください。 

指導場所 

（あてはまるものすべてに☑） 

□１．公共の施設   

□２．総合型地域スポーツクラブ 

□３．小・中・高校の学校施設 

□４．大学・高専等の学校施設 

□５．民間の施設 

□６．職場の施設 

□７．個人宅（自宅を含む） 

□８．福祉・医療施設 

指導領域 

（あてはまるものすべてに☑） 

□１．地域スポーツ ［少年団・総合型地域スポーツクラブを含む］ 

□２．中学校スポーツ 

□３．高校スポーツ 

□４．大学・高専等スポーツ 

□５．プロスポーツ ［チーム・個人を含む］ 

□６．企業スポーツ ［実業団契約社員・嘱託等を含む］ 

□７．商業スポーツ ［フィットネスクラブ・スイミングスクール・体操教室等］ 
□８．スポーツ組織・施設運営 ［体育協会、体育館・スポーツセンター等］ 

□９．福祉・医療関係 

指導対象(世代等) 

 （あてはまるものすべてに☑） 

□１．～幼児 

□２．小学生 

□３．中学生 

□４．高校生 

□５．大学生・専門学校生 

□６．社会人 

□７．高齢者 

指導対象(性別) 

 （あてはまるものすべてに☑） 
□１．男性  □２．女性 

指導対象(レベル) 

（あてはまるものすべてに☑） 

□１．初心者 

□２．初級者 

□３．中級者 

□４．上級者 

 

 

 

 

 

 

本講習会受講希望者個人調書に記載いただいた個人情報は、公認スポーツ指導者育成団体が共同利用

することとし、本講習会の運営・管理および諸連絡に使用します。  

また、スポーツ指導者の活動に関する調査にて取得した情報は、個人が特定されないで集計し、個人

名が特定されるような公表をすることはいたしません。 

日本スポーツ協会は、本講習会における受講管理を業務委託いたします。業務委託先とは、個人情報

保護に関する覚書を締結し、個人情報の取扱いについては、十分注意を払っております。  

本会個人情報取り扱いについて⇒http://www.japan-sports.or.jp/privacypolicy/tabid/102/Default.aspx 



＜メモ＞ 

 



 

 

スポーツは、自ら進んで楽しむものであり、 

幸福の追求と健康で文化的な生活に欠かすことができない。 

人類共通の文化であり、新しいライフスタイルを創造し、 

フェアプレー精神で平和と友好に満ちた世界を築く。 

私たち日本スポーツ協会は、 

スポーツがあらゆる人々に一切の差別、格差なく享受され、 

誰もが望む社会の実現に貢献していくことを目指し、支えます。 

スポーツを愛するすべての人とともに。 

 


